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安全運転で楽しい行楽を

Ｅ石蕗葡石妄逼喜藤話正1

〝
目
に
は
青
葉

山
ほ
と
と
ぎ
す

初
が
つ
お
″

五
月
は
、
群
や

か
な
新
緑
に
誘
わ

れ
て
、
マ
イ
カ
1

を
利
用
し
た
ド
ラ

イ
ブ
の
機
会
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
一

年
の
う
ち
で
も
、

こ
の
時
期
は
交
通

事
故
が
多
く
発
生

す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
0新

線
の
行
楽
期

を
安
全
に
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

に
ぜ
ひ
励
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
事

項
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
し

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

気
心
の
知
れ
た
家
族
や
仲
間
と
の

ド
ラ
イ
ブ
は
、
や
や
も
す
る
と
気
持

ち
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
は
、
自
分
を
含
め
て
同

乗
者
な
ど
多
く
の
生
命
を
預
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
た
い
も
の
で

す
。「
無
理
を
し
な
い
」
　
「
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
」
と
い
う
、
思
い
や

り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
を
心
掛
け
た

運
転
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

余
裕
を
も
っ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を行

き
当
た
り
ば

っ
た
り
の
ド
ラ
イ

ブ
や
旅
行
は
危
険

が
い
っ
ぱ
い
で
す

目
的
地
ま
で
の

距
離
、
道
路
状
況

交
通
事
情
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
、

休
憩
時
間
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み

込
む
な
ど
、
時
間
的
に
無
理
の
な
い

プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
前
日
は
、

特
に
酒
を
ひ
か
え
、
充
分
な
睡
眠
を

と
っ
て
、
万
全
な
体
調
づ
く
り
を
／

ク
ル
マ
の
点
検
整
備

は
念
入
り
に

出
発
の
前
に
は
、
各
部
の
点
検
を

念
入
り
に
行
い
、
革
の
機
能
を
ベ
ス

ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

特
に
、
高
速
道
路
を
利
用
す
る
と

き
は
、
ブ
レ
ー
キ
、
ハ
ン
ド
ル
の
が

た
つ
き
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
冷
却

水
、
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
の
張
り
具
合
、

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
な
ど
、
細
か
く
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る

た
め
に
必
ず
守
ろ
う

ド
ラ
イ
ブ
に
当
た
っ
て
は
、
ぜ
ひ

次
の
基
本
的
な
事
項
を
守
り
ま
し
ょ

ス
ノ
0①

シ
ー
ト
・
ベ
ル
ト
の
着
用
を

「
シ
ー
ト
・
ベ
ル
ト
な
ん
か
…
…
」

と
つ
い
怠
り
が

ち
で
す
が
、
シ

ー

ト

・

ベ

ル

ト

の
着
用
が
事
故

に
よ
る
被
害
を

防
止
・
軽
減
す

る
の
に
、
大
き

な
効
果
が
あ
る

こ
と
は
、
多
く

の
実
例
に
よ
っ

て
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

同
時
に
、
シ
ー
ト
・
ベ
ル
ト
の
着

用
は
運
転
姿
勢
を
良
く
し
、
運
転
に

ょ
る
肉
体
的
疲
労
を
軽
減
す
る
効
用

も
あ
る
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗

者
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お
忘

れ
な
く
。

㊥
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

行
楽
期
は
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く

な
り
ま
す
。

「
運
転
す
る
と
き
は
飲
ま
な
い
」

「
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
　
「
飲
ん

だ
者
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」
の
三
原

則
を
守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
飲
酒
運

転
を
絶
対
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
同
乗
者
や
周
り
の
人
も
飲
酒

運
転
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

－
つ
。

㊥
制
限
速
度
を
守
り
、
ス
ピ
ー
ド

は
控
え
目
に

路
線
や
区
間
ご
と
に
、
道
路
や
交

通
の
事
情
に
応
じ
た
制
限
速
度
を
守

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し
て
、

安
全
運
転
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

同
乗
者
の
万
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

無
謀
な
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
よ
う
勧
め

た
り
、
あ
お
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
ナ
フ
。

④
休
息
は
十
分
に

長
時
間
運
転
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
交
代
し
て
運
転
す
る
か
、
交
代

す
る
人
が
い
な
い
と
き
は
、
休
息
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
高
速
道
路
で
は
、
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
で
休
息
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
車
間
距
離
は
十
分
に

ド
ラ
イ
バ
ー
が
危
険
を
感
じ
て
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
、
ク
ル
マ
は
急

に
止
ま
り
ま
せ
ん
。

車
が
止
ま
る
ま
で
に
は
、
ブ
レ
ー

キ
を
踏
ん
で
か
ら
実
際
に
効
き
始
め

る
ま
で
の
距
離
（
空
走
距
離
）
と
、

ブ
Ｕ
レ
ー
キ
が
効
き
始
め
て
か
ら
止
ま

る
ま
で
の
距
離
（
制
動
距
離
）
と
を

合
わ
せ
た
「
停
止
距
離
」
を
必
要
と

し
ま
す
。

こ
の
停
止
距
離
は
、
速
度
が
増
せ

ば
増
す
ほ
ど
長
く
な
り
ま
す
の
で
、

高
速
道
路
な
ど
で
は
、
特
に
十
分
な

車
間
距
離
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
車
の
速
度
、
天

候
、
路
面
や
タ
イ
ヤ
の
状
態
、
疲
労

の
程
度
な
ど
を
考
え
、
常
に
十
分
な

車
間
距
離
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ヽ
つ
0
車
は
、
あ
な
た
の
心
に
忠
実
で
す
。

ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
で
安
全
運
転
を
／

お
金
を
捨
て
る
人
は
ま
ず
い
な
い

で
し
ょ
う
が
、
空
き
缶
と
な
る
と
、

ど
う
も
ポ
イ
と
簡
単
に
捨
て
る
人
が

ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
空
き
缶
も
い
ま
や
お
金
と

ア
ル
ミ
缶
は
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
　
え
ま
す
。

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
″
は
貴
重
な
資
源
の
無
．
駄
遣
い

同
じ
よ
う
に
貴
重
な
物
で
す
。
特
に
　
ｔ
に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
資
源
と
い
　
ア
ル
ミ
缶
は
再
生
が
簡
単
に
で
き
る

の
で
、
再
生
の
場
合
は
新
た
に
地
金

を
製
造
す
る
と
き
に
比
べ
て
、
二
十

七
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む
の

で
す
。

暑

が

り

も

、

ぞ

Ｙ

《

て

ク

も

、

．

喝

カ

Ｋ

Ｙ

ｌ

は

ｌ

－

ク

も

ゼ

ズ

Ｋ

2

Ｋ

ガ

も

ガ

も

Ｙ

度

ユ

《

《

ｌ

Ｈ

ｈ

、

留

≪

メ

う

《

Ｊ

ぅ

≪

ノ

ラ

て

ノ

ラ

≪

メ

ー

ク

Ｈ

ｈ

－

ク

ｈ

－

ク

も

ー

が

も

ー

ぞ

て

ノ

笛

ノ

篭

ノ

て

ノ

雪

が

ｈ

ｊ

は

ｈ

ｊ

う

ち

等

官

吏

霊

4

、

ノ

≪

、

ノ

≪

、

ノ

筈

．

ノ

≪

ゼ

ｌ

僅

伝

や
▼
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′
日
本
脳
炎
予
防
接
種

▽
実
施
期
間

5

月

2

1

日

～

6

月

1

9

日

ま

で

▽
実
施
場
所

町
内
の
各
開
業
医
院
（
診
療
時
間

内
）

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
の
万

▽
実
施
方
法

。
初
回
免
疫
の
方
＝
1
～
2
週
間
の

間
隔
で
2
回
接
種

。
追
加
免
疫
の
万
＝
1
回
の
み
接
種

▽
料
金
　
1
回
に
つ
き
個
人
負
担
7
0

0
円
（
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
代
の
3

9
0
円
は
別
に
町
で
補
助
し
て
お
り

ま
す
）
。
た
だ
し
、
小
中
学
校
の
生

徒
、
就
学
前
の
子
供
及
び
生
活
保
護

世
帯
、
均
等
割
及
び
非
課
税
世
帯
は

無
料
で
す
。

次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
慢
性
疾
恩
〔
肝
臓
、
腎
臓
、
糖
尿

病
、
ぜ
ん
息
等
）
に
か
か
っ
て
い
る

人⑧
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人

㊥
現
在
妊
娠
中
の
人

④
熱
が
あ
っ
た
り
、
特
に
体
の
衰
弱

が
ひ
ど
い
人

※
注
意
事
項
　
接
種
を
受
け
る
方
は
、

問
診
票
を
役
場
衛
生
係
窓
口
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
般
の
有
料

分
の
問
診
票
は
、
各
医
院
に
も
置
い
て

ま
す
の
で
、
直
接
行
か
れ
る
場
合
は
「

印
鑑
」
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
児
マ
ヒ
予
防
の
生
ワ
ク
投
与

▽
日
時
　
5
月
2
6
日

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

。
投
与
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館

▽
対
象
児
　
生
後
3
カ
月
か
ら
4
8
カ
月

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
服

用
し
て
な
い
子
供
及
び
一
度
だ
け
し

か
服
用
し
て
な
い
子
供
。
（
3
カ
月

か
ら
1
8
カ
月
の
間
に
服
用
す
る
の
が

一
番
望
ま
し
く
、
2
回
服
用
し
て
完

了
で
す
）

次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
現
在
熱
の
あ
る
子
供
、
下
痢
を
し

て
い
る
子
供

⑧
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

⑨
一
カ
月
以
内
に
麻
疹
・
水
痘
・
お

た
ふ
く
風
等
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ

る
子
供

④
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
敬
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項
。
前
日
ま
で
に
問
診
票

を
役
場
衛
生
係
窓
口
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。
問
診
票
の
な
い
方
や
捺

印
の
な
い
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

。
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

3
歳
児
健
康
診
査

▽
日
時
　
6
月
4
日

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

。
診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館

▽
対
象
児
　
礪
3
歳
以
上
～
4
歳
未
満

▽
健
康
診
査
内
容
　
身
体
計
測
、
内
科

外
科
及
び
歯
科
健
診
、
そ
の
他
育
児

指
導
及
び
育
児
相
談

予
診
に
つ
い
て

5
月
1
7
日
か
ら
5
月
2
9
日
ま
で
の

間
に
衛
生
係
窓
口
に
て
予
診
を
と
り

ま
す
の
で
、
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
母
子
手
帳
を
持
っ
て
予
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
診
を
受
け

て
な
い
と
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

5
月
の
論
定
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
7
日
　
1
0
時
～
1
5
時

5
月
2
4
日
　
1
3
時
－
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
法
務
局
北
九
州
支
局

北
九
州
人
権
擁
護
委
貞
会

町
社
会
福
祉
協
議
会

※
な
お
、
5
月
1
7
日
は
窟
法
施
行
記
念

日
の
行
事
と
し
て
、
法
務
局
、
福
祉
事

務
所
職
員
を
招
い
て
、
遺
産
相
続
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
内
の
心
配

ご
と
等
専
門
的
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

回
田
適
度
な
運
動
で
腸
に
刺
激
を

庭　快眠、快食
快
俊
は
健
康
の

三
原
則
。
朝
の

排
便
で
さ
わ
や

か
な
一
日
を
過

ご
し
ま
し
ょ
、
ノ

便
秘
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
不
快
感
を
と
も
な
い
ま

す
。
ま
た
体
の
ど
こ
か
に
病
気
が
あ

る
た
め
の
赤
信
号
、
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
注
意
が
必
要
な
便
秘
は
△

毎
朝
一
回
排
便
が
あ
る
と
理
想
的

で
す
。
個
人
差
が
あ
り
二
、
三
日
に

一
回
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
排
便
が

習
慣
的
に
き
ち
ん
と
あ
っ
て
、
不
快

感
が
な
け
れ
ば
心
配
は
い
り
ま
せ
ん

お
腹
が
張
る
、
食
欲
が
な
い
、
頭
痛

や
目
ま
い
・
動
悸
（
き
）
が
は
げ
し

い
、
疲
れ
る
、
吹
き
出
も
の
が
出
る

Ｉ
な
ど
の
症
状
を
伴
う
便
秘
は
要

注
意
で
す
。
．
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▽
便
秘
の
原
因
は
△

多
く
は
腸
の
緊
張
力
、
あ
る
い
は

脇
の
運
動
の
低
下
に
よ
っ
て
起
き
、

こ
れ
を
常
習
便
秘
と
い
い
ま
す
。
場

の
炎
症
や
、
腸
に
隣
接
す
る
子
宮
や

し
ゆ
上
う

卵
巣
な
ど
に
腫
瘍
が
で
き
て
い
る
た

め
に
、
腸
管
を
圧
迫
し
て
起
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▽
便
秘
を
な
く
す
に
は
△

常
習
的
な
便
秘
な
ら
過
度
の
全
身

運
動
で
腸
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が

第
一
で
す
。
と
く
に
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
な
主
婦
、
一
日
中
机
に
向
か

っ
て
仕
事
を
す
る
人
な
ど
は
、
運
動

を
規
則
的
に
続
け
て
、
便
秘
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

朝
、
起
き
ぬ
け
に
冷
水
か
牛
乳
を

コ
ッ
プ
一
杯
飲
む
と
か
、
ゴ
ボ
ウ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
海
草
な
ど
繊
維
質
の

多
い
食
品
を
多
く
と
る
の
も
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
便
意
を
感
じ
た
ら
我

慢
を
し
な
い
よ
う
に
　
ー
。
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身
体
障
害
者
の
方
へ

郵
便
ハ
ガ
キ
を
さ
し
あ
げ
ま
す

古
賀
不
動
明
王
（
水
巻
町
誌
か
ら
）

古
賀
不
動
明
王
堂
　
こ
れ
は
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
（
旧
日
炭
梅
ノ

木
労
務
の
左
脇
）
お
堂
で
、
中
央
四
国
五
四
番
の
札
所
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
不
動
尊
の
縁
起
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
（
大

正
五
年
再
建
の
際
の
寄
進
名
将
の
緒
言
に
は
）
　
「
今
を
去
る
七
百
有

余
年
の
背
後
鳥
羽
院
の
御
宇
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
久
我
城
の
城

主
麻
生
修
理
之
亮
鎮
里
の
勧
請
し
玉
ふ
所
に
し
て
、
世
に
伝
う
麻
生

氏
の
妃
重
病
に
悩
み
玉
ひ
命
脈
旦
夕
に
迫
り
け
る
を
関
東
下
総
の
国

塩
生
郡
成
田
の
荘
に
在
す
神
護
新
勝
寺
の
不
動
明
王
に
祈
誓
を
懸
け

玉
ひ
し
に
病
忽
忽
ち
平
癒
し
け
れ
ハ
其
顧
成
就
と
し
て
堂
字
を
建
築

し
神
韻
新
勝
寺
の
霊
像
を
請
し
ー
云
々
」
そ
の
後
、
た
び
た
び
怒
疫

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
協
力
し
て
、
次
の
と
お
り
重

度
の
身
体
障
害
者
の
方
に
「
郵
便
ハ
ガ

キ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
の
対
象

重
度
の
身
体
障
害
者
（
一
級
及
び

二
級
）
で
昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日
現
在

満
6
歳
以
上
の
万

▽
申
し
出
の
方
法

こ
の
ハ
ガ
キ
の
配
布
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
住
所
又
は
居
所
の
お
近
く

の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
（

代
人
に
よ
る
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

）
用
紙
は
、
郵
便
局
、
役
場
社
会
課

福
祉
事
務
所
等
の
窓
口
に
配
備
し
て

あ
り
ま
す
。

▽
配
布
す
る
期
間

昭
和
5
7
年
5
月
3
1
日
ま
で

▽
枚
数
　
ｌ
人
に
つ
き
2
0
枚

中央四国54番の札所

古賀不働明王堂

理
学
療
法
士

作
業
療
法
士

）
修
学
資
金
を
貸
付
け

等
に
霊
験
を
あ
ら
わ
し
た
輩
が
あ
っ
た
。
と
書
か
れ
て
い
る
。
祭
る

ぺ
く
し
て
祭
ら
れ
た
仏
の
起
源
で
あ
る
が
、
や
は
り
縁
起
に
何
か
の

理
由
を
つ
け
る
こ
と
が
仏
格
を
高
め
る
上
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
麻
生
鍵
盤
が
山
鹿
に
城
を
構
え
て
い
て
、
古
賀
豊
前
坊
山
に
も

端
城
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
麻
生
家
と
い
う
の
は

家
系
が
な
か
な
か
判
然
と
せ
ず
、
今
以
て
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
時
代
的
な
考
証
と
な
る
と
む
ず
か
し
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

不
動
尊
に
し
て
も
、
時
の
権
威
者
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

縁
起
に
厚
み
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

▽
対
象
者
　
こ
の
修
学
資
金
は
、
現
在

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
東
成
の

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
人
で
、
卒

業
後
福
岡
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
（

北
九
州
市
・
福
岡
市
を
除
く
）
に
勤

務
し
よ
う
と
す
る
人
。

▽
貸
与
額
　
月
額
2
万
5
千
円

▽
利
息
　
　
無
利
息

▽
返
還
方
法
　
返
還
事
由
の
生
じ
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て

修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に

相
当
す
る
期
間
で
月
賦
均
等
払
方
式

に
よ
る
。
た
だ
し
繰
上
げ
償
還
も
で

き
る
。
な
お
、
学
校
卒
業
の
月
か
ら

一
年
以
内
に
、
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
と
し
て
県
内
の
社
会
福
祉
施

設
に
勤
務
し
、
引
続
き
三
年
以
上
勤

務
し
た
と
き
（
三
年
間
貸
与
の
場
合

）
は
返
還
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す

▽
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
へ

（

宙

0

9

2

・

6

5

1

・

1

1

1

1

又

は

6

4

1

・

4

7

6

1

）

国
税
専
門
官
募
集
（
大
学
卒
程
度
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
4
日
～
5
月
2
1
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先

福
岡
国
税
局
、
最
寄
り
の
税
務
署

又
は
各
大
学
就
職
担
当
部

▽
申
込
書
の
提
出
先

福
岡
国
税
局
人
謡
第
二
諌
（
〒
8

1
2
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2

丁
目
1
1
の
1
）

。
問
い
合
せ
先

福
岡
国
税
局
（
宙
0
9
2
・
4
1

1
・
0
0
3
1
）
又
は
最
寄
り
の
税

務
署
へ

〆

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
は
す
み
ま
し

た
か
？

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
ま

だ
受
け
て
な
い
方
は
、
頃
未
申
牟
田
の

松
田
犬
猫
病
院
（
笹
2
0
2
・
1
1
2

4
）
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
料
金
は
同
じ
で
す
。
（
登
録
科

2

、

1

0

0

円

、

注

射

料

1

、

1

6

0

円
）

無
線
墳
墓
の
改
葬

次
の
基
地
が
改
葬
と
な
り
ま
す
。

縁
故
者
は
届
出
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地
　
愛
知
県
春
日
井
市
西
八
田

町
字
西
島
「
西
島
墓
地
」

・
届
出
先
　
春
日
井
市
役
所
（
℡
0
5

6
0
0
・
0
0
1
・
5
1
1
1
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
5
月
2
5
日
ま
で

▽
所
在
地
　
石
川
県
金
沢
市
新
神
田
一

丁
目
3
0
番
及
び
同
市
醒
ヶ
井
町
4
0
番

。
届
出
先
　
金
沢
駅
鉄
道
高
架
事
務
所

（

笹

0

7

6

2

・

2

2

・

0

8

9

9

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
5
月
2
5
日
ま
で

縮
集
者
か
ら
お
廉
い

今
回
、
初
節
句
の
赤
ち
ゃ
ん
を
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

」
は
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

次
号
か
ら
ま
た
掲
載
し
ま
す
。
な
お

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
」
に
掲

載
ご
希
望
の
方
は
、
官
製
は
が
き
に
住

所
、
父
母
の
氏
名
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

と
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
役

場
総
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
宛
お

出
し
下
さ
い
。

な
お
、
対
象
は
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
に
限
り
ま
す
。

卑吉田二、三地区の水道料金徴収人が変わりました、
5月1日（4月分）から深町シズヨさんが回っていますので、よろしくお願いします。


